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論題

次の二問 の う ち 、 １ 問 を 選 び 釈 義 せ よ 。

旧 約 聖 書 出 エ ジ プ ト ２ ０ ： １ - ６

新 約 聖 書 使 徒 １ ４ ： ８ - １ ８

序 論 - ナ ラ テ ィ ブ と して の 使 徒 の 働 き

本論文では、新約聖書使徒の働きの１４章８-１８節までのテキストを選び、
釈義する。

聖書の中には、様々なジャンルの文章が収められている。新約聖書は、福音書、
手紙、そして黙示文学というジャンルに大別されるが、使徒の働きはナラティブ

（事実に基づく歴史物語）というジャンルとして読まれるべきことが近年主張さ

れている１．

ナラティブは、手紙とは違って、普遍的な原理や原則を直接的に語っているわ

けではない。使徒の働きは読みやすいが、解釈や適用が非常に難しい理由がここ

にある。使徒の働きはナラティブとして書かれている故に、ナラティブとして読
まなければ、普遍的でないものを原理・原則として受け止め、誤った聖書解釈と

適用を生み出すことになる。

本 論
１、使徒の働きの概観

ま ず 使 徒 の 働 き の 概 観 に つ いて、 い くつ か の ポイ ン ト を 記 す。

著者

使徒の働きはルカ福音書の後篇であり、著者は同じくルカである。ルカには、
実際に起こった様々な出来事を詳しく調査し、多く（ｚ）情報を収集し、それらを綿

密に調べ、順序立てて記述する賜物が、主なる神から与えられていた。
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さ ら に 使 徒 の 働 き の 中 に 、 「 私 た ち 」 と 書 か れて い る 部 分 （ 使 徒 １ ６ ： １ ０ - １

７ 、 ２ ０ ： ５ - １ ５ 、 ２ １ ： １ - １ ８ 、 ２ ７ ： １ - ２ ８ ： １ ６ ） が あ る こ と か ら 、

ル カ は パ ウ ロ の エ ル サ レム ヘ の 旅 や ロ ー マヘ の 旅 の 同 伴 者 で あ っ た こ と が わ か る 。

ル カ は 実 際 に 使 徒 た ち の 命 が け の 旅 に 同 伴 し 、 使 徒 だ ち と 直 接 会 話 を 交 わ し 、 使

徒 だ ち と 共 に 様 々 な 体 験 を 共 有 し た 人 物 で あ っ た 。 そ れ 故 に ル カ は 、 歴 史 的 な 事

実 を 、 生 き 生 き と 物 語 る ナ レ ー タ ー と な り 得 た の で あ る 。

受取人：テオピロ、そして私たち

ルカが執筆した福音書と使徒の働きは、いずれもテオピロという人物に対して

書かれた個人宛の文章であった。このことはそれぞれの書き出しにおいて明記さ
ぐ¬｀れている。しかしこの書は、その語っている内容から、テオピロの所属していた

地域教会、そして諸地方の教会で広く読まれるようになった。そして最後に、新

約聖書聖典の中に収められることにより、私たちも使徒の働きの受取人となって
いる。

ルカとテオピロとの関係を知る上で、受取人であるテオピロに対しての挨拶文

に注目したい。

ノ以確ｒぎ婁

丿伍２君たもの男で尹でｙご嶮薩され’ｉ７匹ｊＺ乱；彫騨／ごついてば、勿めからのβ駆孝
’ て、 み 、ごと吻ごか忿る考となったス々ボ、君たちに伝λたそのと方夕を、～ぐの

ぐ゛｀スが｀ｊｌ濃にまとめて書きｊｒ・’ｊｙ゛、＝だｊとすて７・＝隷みてＴ方夕ま尹ので、
ｊＪ君ｉら、尹べてのごとを勿めから却疹に弱べてＴ方クダダ ‘ ’から、あなたのために、

ノ脈序を立了了書か・て’差ムヱ、ヅヘ５の。が。と（・咄思いま九孝毅するデオ亡：’゜・＝７薦、

ｊ４それ／ごｊ７っ’ｉ：’″、ずでｊｌ、ニ≒齢えを受けらがた一夢：がらｚμｊＥ遊’な裏方であるごとを、

よぐ力、めっていただきたか・と存じます。

発 進 の 働 き

ｊｊｊテオどｚ＝７よ・。洒俘ゴ書 ‘の書で、イュヌが行なけ

ご と に つ い て 書 き 、

ｊｊ？Ｊりｉ飲：。μｙｋごなっ、・ｉｔ：ｊあ笛＝たちに湿濾‘／ごよって’嶮乙７てから、天にｊｒびらぬたβのご

と に ま ’ で 及 び ま ム た 。
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ルカ福音書の挨拶では、「尊敬するテオピロ殿」と記されているが、使徒の働き

では、「テオピロよ」と記されている。このことから、ルカ福音書と使徒の働きの

間には、親密な間柄になるだけの時間的な隔たりがあったと考えられる。

ルカ福音書の挨拶から、ルカが福音書を執筆していた頃のテオピロの様子を伺

い知ることが出来る。その時テオピロは、既にイエス・キリストの教えを受けて

いたが、それらが正確な事実であることを知る必要があった。

使徒の働きの挨拶から、ルカが使徒の働きを執筆していた頃のテオピロの様子

も、伺い知ることが出来る。ルカが敬称を付けずに呼びかけていることから、そ
の時テオピロは、神の家族としての交わりの中に、加えられていたと考えられる。

使 徒 の 働 き １ 章 １ ２ 節 で 、 ル カ が オ リ ー ブ 山 と エ ル サ レ ム の 間 の 距 離 な ど を 述
べていることから、恐らくテオピｌ＝２は、エルサレムから離れているどこかに住ん

で いて、 エ ルサ レム 近 郊 を 訪 れ た 経 験 が な か っ た と 思 わ れ る 。

テオピロは、キリスト者になっていたが、以下に示すような使徒の働きに記さ

れている一つ一つのナラティブを、耳を傾けて聞く必要があったと思われる。そ

れらのナレーションは、いつの時代においても信仰者が信仰者として歩み続け、

福音によって勝利者となるために、そしてキリストの教会の働きが前進し続ける
ために、どうしても必要な神のことばである。

主イエスの世界宣教のビジョンと約束。主イエスが天に上げられた時の様子。

ぐ゛ヽ再臨の約束。約束を待ちつつ心を合わせて祈りに専念していた教会の姿。ュダの
代わりにマッテヤが使徒として選ばれた経緯。ペンテコステの日に起こった、驚

くべき聖霊降臨の様子。ステパノの殉教。迫害によって散らされることによって
サマリヤに届けられた福音。教会の迫害者であったパウロが使徒として選ばれ、

異邦人伝道が始められた経緯。エルサレム会議の様子。伝道旅行に見る開拓伝道
と教会形成の様子。パウロの弁明。ローマで、少しも妨げられることなく宣べ伝
えられた神の国の福音。

著者の執筆目的

使徒の働きに耳を傾けると、それぞれの地域で、どのように福音の種まき（開

６



拓 伝 道 ） が な さ れ て い っ た の か を 知 る こ と が 出 来 る 。 エ ル サ レ ム や サ マ リ ア で の

種 ま き 、 シ リ ア の ア ン テ オ ケ で の 種 ま き 、 ガ ラ テ ヤ 諸 地 方 （ イ コ ニ オム 、 ル ス テ

ラ な ど ） で の 種 ま き 、 マケ ド ニ ア （ ピ リ ピ、 テ サ ロ ニケ な ど ） 、 ア テネ や コ リ ン ト

で の 種 ま き 、 そ して 「 すべ て の 道 は ロ ー マ に 通 じ る 」 と 言 わ れ た ロ ー マ で の 種 ま

き 。 エ ル サ レ ム 、 ュ ダ ヤ と サ マ リ ア の 全 土 、 ア ジ ア ・ ョ ー ロ ッ パ 、 エー ゲ 海 沿 岸

や 地 中 海 沿 岸 の 諸 地 方 。 そ してそ の 当 時 の 世 界 の 中 心 で あ っ た ギ リ シ ア や ロ ーマ。

そして地の果てまで。

教会がそれぞれの遣わされている地域において、どのように福音の種まきをし
ていったらいいのか、どのように教会を建て上げていったらいいのか、そして、

どのように問題に対処していったらいいのか。そのような問いの答えを見つける
ｒためのヒントが、使徒の働きには溢れている。

使徒の働きを読むと、初代教会の時代から、問題のない開拓伝道や教会形成は

なかったことを知ることが出来る。外からの迫害、内からの批判。実に教会の歩

みは、その時々に次から次へと起こってくる問題の連続であった。

けれどもそのような問題の只中にあって、聖霊なる神の励ましや支え、そして
すべての背後にある主の力強い御手によって、蒔かれた種は芽を出し、成長し、
そして豊かな実を結んでいったことを知ることが出来る。

使徒の働きという名前が付けられているが、この書を一読するなら、使徒たち
だけの働きではないことは明らかである。この書には、教会員一人一人、キリス

ｒト者一人一人の働き、つまり「教会の働き」が記されている。

教 会 と は 、 教 会 堂 の こ と で は な く 、 主 イ エ ス に よ っ て 呼 び 出 さ れ 、 集 め ら れ た

キ リ ス ト 信 者 一 人 一 人 で あ る 。 教 会 は キ リ ス ト の 体 で あ り 、 か し ら は キ リ ス ト で

あ る 。 私 た ち 一 人 一 人 は キ リ ス ト の 体 の 各 器 官 と して 有 機 的 にー つ と さ れ 、 そ れ

ぞ れ の 働 き と 使 命 に 生 か さ れて い る の で あ る 。

ルカは教会に、「教会の働きとは何か」を知らせ、そして「教会の働きとしての

証し」が続けられていくために、この書を執筆したと私は考える。

７
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ルカ文章の構造

ルカが執筆したルカ福音書と使徒の働きは、前後２巻に分けられている。しか

しそれらを通読すると、前後２巻を貫く全体的な枠組みがあることを見出すこと
が出来る。以下にその全体的枠組みを示す。

ルカ福音書（前篇）
使徒の働き（後篇）

ガ リ ラ ヤ ⇒ エ ル サ レムヘ の 道 ⇒ エ ル サ レム （ 十 字 架 ・ 復 活 ）

エ ルサ レム ⇒ ュ ダ ヤ ・ サ マ リ ヤ の 全 土 ⇒ 地 の 果 て （ ロ ーマ ）

このような全体的枠組み、ルカ文章の構造を踏まえつつ、使徒の働きを以下の

ような６つのセクションに暫定的に区分する。

第１区分
第２区分
第３区分
第４区分
第５区分

・
・
・
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エルサレムにて

エルサレムから周辺地域へ広がる福音

異邦人宣教
第一次伝道旅行、エルサレム会議

こラムで’ｊタぽ教会／ゴー、その膚双を殲めらが、βごと／ｊごス兪を壇乙で庁った。

り ∂ ｊ 幻

８

主のみことがな、ま尹、ｉ差＝・ダこ盛λμごなク、ままって ’ 庁った。臼２ｊ２４ノ

こラレて¬却のことばか、ま才ｊ・ブ砿‘まって庁き、ヱルガーレｊ、｀び、弟子の孝りｊｉ孝宸

んごふ忿て¬斤っ、・を。そム’ｒ、～ぐの奈可たちが次々ｊｌＪ二甜ｙ２；？ァ／ごばいった。防ｊＺノ

こｊじて１飴きば、ュｊダヤ、ガダタヤ、ダマダヤ戻全勉に力たク葺きヱびられて平

安を屎ち、主を忍１力、かごごみ、璽虚ｙこ励まされてｉ蛎窟ム貧ｊヅたの’１”、存孝乙乙；）巍が

ふ え て ¬ 方 っ た 。 り ｊ Ｊ 抑

なおこの区分は、ルカが記している要約的説明を区切りにして行った。それぞ

れのセクションの区切りとした要約的説明を以下に記す。

１

４

２ ０ 第 二 次 、 第 三 次 伝 道 旅 行
マケドニア・アカヤヘ広がる福音

２ １ - ２ ８ ： ３ １ ロ ー マ ヘ 届 け ら れ た 福 音



こｊごて、苗のごとな似貧ぐほど広ま夕、ま尹、ますノクタく ’なって斤った。

臼 夕 ｊ ２ ∂ ノ

使徒の働きの中で、第５区分までの舞台となった地中海沿岸の諸地方の地図を

図１に示す。
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第４区分の中に収録されているテキ
第４区分の内容を概観したい。

第４区分は、パウロとバルナバがシリアのアンテオケ教会から最初の宣教師と
して派遣される経緯の説明から始まっている（１３：１-３）。この伝道旅行には
マルコ・ヨハネも同伴した。
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今 回 釈 義 す る 使 徒 １ ４ 章 ８ 節 - １ ８ 節 は 、

ス ト で あ る 。 こ の よ う な 全 体 像 を 覚 えつ つ 、
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一行は船 で キ プ ロ ス 島 の サ ラ ミ ス に 渡 る 。 キ プ ロ ス は バ ル ナバ の 郷 里 で あ っ た 。

サ ラ ミ ス か ら パ ポ スヘ 移 動 す る が 、 パ ポ ス で 偽 預 言 者 バ ル イ エ ス に 出 会 う 。 こ こ

で バ ル イエ ス の 友 人 で あ っ た 総 督 が 信 仰 に 入 る 。 （ １ ３ ： ４ - １ ２ ）

一 行 は 船 で パ ポ ス か ら 船 出 して 、 地 中 海 北 岸 へ 渡 り 、 パ ン フ リ ヤ の ペ ル ガ ヘ 行

く。ここでョハネは一行を離れ、エルサレムに帰る（１３：１３）。

一行はベルガから北上してピシデヤのアンテオケに行く。パウロはユダヤ人と

異邦人に会堂で福音を語ったが、ねたみに燃えたュダヤ人たちは敵対心を募らせ
た（１３：１４-５２）。

一行はイコニオムに移動し、ここで長く滞在した。多くのュダヤ人、異邦人た

ちが信者となった。ところが彼らを石打にしようという陰謀があることを知った

彼らは、ルカオニアの町であるルステラとデルベ付近の地方に難を避け、そこで

福音宣教を続けた（１４：１-７）。

ル ス テ ラ で は パ ウ ロ が 足 の 不 自 由 な 人 を い や し た こ と に よ り 、 神 々 と して あ が

められ、人々；６・ｉいけにえをささげようとするのをやっとのことで止めさせた（１

４ ： ８ - １ ８ ） 。 そ の 直 後 、 ア ン テ オケ と イ コ ニ オム か ら 来 た 敵 対 者 に よ って パ ウ

ロ は 石 打 に さ れ 、 殺 さ れ そ う に な っ た 。 群 集 は パ ウ ロ が 死 ん だ も の と 思 っ て 、 町

の 外 に 引 き ず り 出 し た 。 し か し パ ウ ロ は 、 立 ち 上 が っ て 再 び ル ス テ ラ の 町 に 入 っ

ていった（１４：１９ -２０）。

２、テキスト釈義

聖書釈義とは、著者の伝えたいことを聖書から聞き出すことを目的とした手続

き全般である。

ここで聖書の二重著：ｉｉｔＦ性について少し述べておきたい。聖書の二重著者性とは、

神のことばそのものである主イエス・キリストの二性̶人格、まことの神であり
まことの人であるというご性質に基づいている。神の言葉そのものが二重性をも
っている故に、書き記された神の言葉である聖書も、神ご自身が著者であり、神

の導きを受けた人間が著者であるという二重性を持っているのである。
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つまり聖書は、書き記された誤りなき神の言葉であるが、同時に歴史的な人間

の言葉でもあると言える。故に、聖書釈義の目指すべきことは、神ご自身と神に

導かれた人間が伝えたいと意図した神のことばを、文脈を大切にして聖書テキス
トから聞き出すことである。文脈には、テキストの前後関係という文脈（１１．１；ｅｌ、ａｒｙ

（ｓｌｌｔｅｘｔ）と、テキストの背後にある歴史的な文脈（ｈｉ、ｉ；ｔ；ｏｒ：ｉｃａｌｃｏｎｔｅｘｔ）とがある。

１１

ここでは、センテンスフロー作成によるテキストの構造分析、注目すべき単語

のワードスタディ等を中心的に行うことによって、そのようなテキストの釈義を

試みる。そしてそれらのことを踏まえて私訳を試みる。

そしてこの点で初めて、福音派とエホバの証人の違いが明らかになる。何故な

ら、エホバの証人も、福音派が死守してきた聖書の無１１１Ｒ性を、同様に主張してい

るからである。「聖書が誤りない神の言葉である」と言うだけの聖書信仰なら、エ
ホバの証人でも持っている。

しかしエホバの証人は、文脈を無視することによって、テキストが語っている

神の言葉に耳を傾けず、自分勝手な聖書解釈を行う故に、異端とならざるを得な
いのである２。

聖書釈義とは、上記のことを目指して、「そこで何が言われているのか」、「なぜ
そこで言われているのか」と問いながら、祈りつつ聖書テキストに耳を傾け、文

脈の中でテキストを黙想する霊的な作業であると言える。

聖書の無誤性を死守してきた福音派は、当然の帰結として１９８０年代以降、
く７｀聖書の福音的解釈のあり方を求め、上記のような釈義に関する課題に真剣に取り

組んで来ていると思われる。
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１４章８節

１４：８Ｋ（ｚＣ

ＩＥＩく：（１，Θ１１て０，

てＯＬ（；ＩＴＯ（Ｊし１ノ

ｅノΛＵ（Ｊ’ｃｐｏＬ（；

恥）λ６（；

ＥＫＫＯＬλＬａ（；

μ．’ｌ″・１’１；ｐｏ（；

α，ＵてＯｔ）

ｇ‘ｉｌでｆ）ＬｅＴαてＴＩ（Ｊ‘Ｅひ．

ｏＵ６∈・ｒｌ・（）て∈

８節以降のテキストが７節まで

９ゝ
てＬ（；（ｘ，１ノＴｌｐ

夕Ｚ
（χ６ＵＩノａてｏ（；

８節の最初に用いられている接続詞図Ｌは
の文脈とつながっていることを示している。１４章１節から７節には、イコニオ

ムで福音宣教を行っていたパウロとバルナバが、なぜルカオニヤ地方にあるルス

テラやデルベという町を訪れたのか、その理由が記されている。

それは、彼らを石打にしようと企てている者たちがいた為、難を避け、別の場

所で福音宣教を続けるためであった。

６節-７節では、ルカオニアの諸地方一帯での働きを包括して説明している。

しかし８節以降では、ルステラという町に焦点が絞られ、ルステラを舞台とした

ｒヽ出来事が紙面を割いて語られる。ここで接続詞抒αＬは、ルステラという町に焦
点を絞る働きをしていると言える。

ル ス テ ラ は 、 イ コ ニ オム の 南 約 四 十 キ ロ に 位 置 し 、 紀 元 六 年 、 皇 帝 ア ウ グ ス ト

に よ っ て ロ ー マ の 征 服 植 民 地 と な っ た 町 で あ る 。 こ こ に も ュ ダ ヤ 人 は い た が （ 使

徒１６：１）、会堂があったかどうかは分かっていない。

ル ス テ ラ の あ る ル カ オ ニ ア 地 方 の 人 々 は 、 他 の 地 中 海 沿 岸 の 諸 地 方 と 同 じ よ う

に 、 普 段 は ギ リ シ ャ 語 を 話 す こ と が 出 来 た 。 し か し も と も と は 、 ル カ オ ニ ヤ 語 を

話す人々であったようである。

ルス テ ラ の 町 と い う 舞 台 で、 ス ポ ッ ト ラ イ ト を 浴 び て 浮 か び 上 が ってくる の は 、
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生まれつき足が不自由な故に、座っていた（ｉＫ（ｉｌＥ３ＴＩてｏ：Ｋ必ｒ１１．ほＬの直説法未完了

過去三人称単数形）一人の男の姿である。

ここで差別用語の問題について考えたい。新改訳聖書改訂第二版では、１４章
８節を以下のように訳していた。

ルヌテヲでのごとであるが、ある足のきか々りλが・ク’‘ｊフっていた。

疲ｙゴきまがなｊぶらべ亙ｙＥｊと｜で、歩いたごと、；とμ゛なかった。り蜘池敵７むタフ泰二Ｔ版ジ

最近出版された新改訳改訂第三版（http://www.１４）ｎＬorgＩ：：）／ｓｅ３ｉｓｙｏ／において

変 更 さ れ た 個 所 と 内 容 を 知 る こ と が 出 来 る ） で は 、 以 下 の よ う に 訳 さ れて い る 。

…ある足のきかかいス、乙ｊｊｉ｀尹ｙフっていた。

褒フゴｌ萱まれつ足のか沈たスで、歩川をごと。ゴぶなかった。ｒＳ叛熱諏池司｜！１＿三遭ジ

改訂第三版では、「足のきかない人」という表現がそのまま用いられており、
「足なえ」という言葉が「足のなえた人」と改訳されただけで、同じ響きを残し

ていると思われる。

新共同訳においては、以下のように訳されていて、差別用語の持つ響きはほと
んど残っていないと思われる。

ｒタヌ／ヽ夕に、足の不庁請なｊ塘っ’乙：いた。
全まれっぺ亘？］ｉ凛回、まｚｔ≒ｔ６歩け恋ごと、がなかった。漬物７！薇リ

また、８節で用いられているｏ砧＆、：）・ｒｅは、「決して、一度も」と訳すことが

出 来 る 強 い 否 定 の 言 葉 で あ る 。 使 徒 の 働 き で は 、 こ こ 以 外 で は 、 １ ０ 章 １ ４ 節 と

１ １ 章 ８ 節 で そ れ ぞ れ １ 回 づ つ し か 用 い ら れて い な い 。 こ れ ら は い ず れ も 、 ペ テ

ロ が 「 ま だ 一 度 も 」 き よ く な い 物 や 汚 れ た 物 を 食 べ て い な い と い う こ と を 主 に 訴

える際に用いられている。

同じルカが書いたルカ福音書では、１５章２９節において、２回重ねて用いら
れている。ここでの用例は、あの放ｉ寡息子の兄が、放蕩息子の帰郷を大喜びで迎
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えて祝宴を開いている父に対して、自分は戒めを破ったことが「一度も」ないこ

と、そして自分には子山羊一匹でさえ「一度も」与えられていないことを強く訴

える際に用いられている。

上記のことを踏まえた私訳を、以下に記す。

１４：８さて、ルステラという所で、

ある足の不自由な男が座っていた。

彼は生まれながら両足を動かすことが出来ず、
一度も歩いたことがなかった。（私訳）

１ ４ 章 ９ 節

１４：９ｏｋｏ（；‘１‘ｉ１・：（）ｔ）（Ｊｅノ
’｜：ｌ）ｉ：）Ｈ（ｘ；１５λｏｔ）λ（χλ０１５１ノでｏ（；

包；ａ’１；（ＥＩ．″Ｌ（Ｊａ，Ｃα，Ｕてり

Ｋ（χ１

１４

？

ａ５（２）ｌノ

＆Ｌ政（ＥＬ‘ｒＴＣ（ＪＩ；ＬＩノー

て０１５（Ｊ（Ｊ）Θｆｌｌノ（χＬ，

（７ヽ ここで注目したいのは’１１・ａＪてＬＩノ・１；ｃ）ｉ）（Ｊω（ｉ）ｉ＝ｊｌノαＬである。、１；ｏｉ２、十不定法の用例で、
新改訳では「いやされる信仰」、新共同訳では「いやされるのにふさわしい信仰」、

口 語 訳 で は 「 い や さ れ る ほ ど の 信 仰 」 と 訳 さ れて い る 。 私 訳 で は 、 以 下 の よ う に

「いやしをもたらす信仰」とした。

１４：９この男が、パウロの話していることにじっと耳を傾けていた。
パウロは彼に注目し、

彼がいやしをもたらす信仰を持っているのを見て取って、（私訳）



１ ４ 章 １ ０ 節

：１．４：１０ｄ・ｉ・「ｅノ

μ．Ｅｊλで１φ（
’Ａ１．ｚ（１．（：Ｊ’１７ｒｌΘＬ

ク ゝ Ｘ Ｚ
ＥＩＴＬて０１）ＧＩＴ０６叫

（ＪＯＵ

１５

ＯＬ｛ＥｋＥＯＬｏ１｝．ｏＬ（ぇ）Θ∈１ノａＥ（；（ｘ；叩ｐωＩＴＯＬ（；

ｌ（α，て４Ｅ１２５ｎ（皿ノ

ＩＴｐｏＧＴＩμ叫，

ルカオニア地方には、以下のような神話が言い伝えられているらしい。

Λ１．）皿（）Ｍ，（ｙてｉ

６Ｔ１１ｐα１ノてＴ１１ノφ（ぇ）１ノＴ１１ノ

岫て（５１ノ

λをＹｏｌ．．タフ（Ｅ（；，

１ ４ 章 １ １ 節

１４：１１て（Ｅ-

ＯＬＯχλＯＬＬ６０１ノて（Ｅ（；

９（ＥＩＴ（：：）ＬＴＩ匹リｒｌ（Ｘ；１ｊλＯＧ

：１．４：１０大声で言った。
「あなたのその足で、まっすぐに立ち上がりなさい！」。

すると彼は、勢いよく立ち上がり、そして歩き出した。（私訳）

（：）ｒ：）（Ｅ）ｏ（；．

Ｋαｔｊλａ，てｏ

匹処．’「Ｔ（ＥＩ：）１．∈ＩＴ（Ｘ；てＥＬ．

μ呼吸１φ（：ｊｌノＴＩ（メガーレフォーネー）という表現は、メガフオンの語源
ｒ と 言 え る よ う な 表 現 で あ る 。

以下に私訳を記す。

『



『昔、ゼウス神とヘルメス神が変装し、お忍びでこの地上に来られた。ところが、
神々をもてなそうとする人は、どこにもいなかった。最後に、ピレモンとその妻
バウキスという二人の老夫婦が神々を招き入れて、もてなした。この結果、ピレ

モンとバウキスを除くすべての住民は、神々にぬぐい去られてしまった。二人の

老夫婦は、すばらしい王宮の門守となり、死んでからは二本の大きな木に変えら

れた』３．

このような神話を伝え聞いていたルステラの人々は、パウロが足のきかない男

をいやすのを見て、今度こそ同じ過ちを犯さず、神々をふたたび粗末にすること

はしまいと決意したのかもしれない。

（゛｀・１４：１１パウロが行ったことを見た人々は声を張り上げ、

ルカオニヤ語で、
「神々が人間の姿をとって、

私たちのところに下って来られた。」と言った。（私訳）

ぐ゙`

１ ４ 章 １ ２ 節
‘１４：１２：１１＆Ｋ＆λ．ｏＵＩノて＆ノＢ叩比；β＆ｌノ△Ｃａ，

＆Ｅ-

吠）１ン１：１１（心．（ル゙ Ｅｐｌｊｆｌｌノ，
タ ゝ ク １ ？ ｔ ｔ Ｚ
他Ｓｊｊｊｌｌａｔｒｏ（；Ｔ１１ノｏｎ’` １’ｏ１．）１．１・！Ξ１ノｏｃ

て（：）Ｕλ（：：）’`μ：）１）．

「 ゼ ウス」はギリシャの万神殿の主神であり、ヘルメスはマイアの生ん

だゼウスの子で、神々の使者であった４。

１４：１２そして彼らは、バルナバをゼウス、パウロをヘルメスと呼んだ。
パウロが主に言葉の人であったからである。（私訳）
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讐

１４章１３節

１４：１３：１１６１．（Ｅｆ）・Ｅ収

て０１）△ＬＯＣ

てＯＵＯ１ノてＯＣ
ゝ 八 丿

ＩＴｐｏてＴＩＣｌｏλ（Ｅ（ぇ）Ｃ

∈１．’ＥＹＫα（；て（ｘ；Ｕｐｏ司

Ｋ（χ１

（冗印μ（Ｚて（Ｚ

｛ＥＩＴＬて０１｝（；１・ＩＩＵλ（ぇ）ｌノ叫
１ ⌒ μ

（ＪＷてＯＬＣＯχλＯＬＧ

・ｌｉΘ！ＥＥλ．（ＥＩノ

ＣＩ）ｌｊ）ａ１ノ．

‘１４：１３さらに、町の前にいるゼウス神の祭司が、

雄牛数頭と花飾りを、群衆といっし、Ｊニに門に携えて来て、
いけにえをささげることを願った。（私訳）

１４章１４節

１４：１４＆-
（χＫｏ１）（Ｊ（χ１ノてｅ；

ｏＬ＆ＩＴ（５ｃπ（：）λｏｔ

Ｂ叫）ｌ・頌＆Ｃ

Ｋ（χ１

Ｗ`

二 とが起こった時、

ミ（ｌａｉ）λｏｃ

ュダヤ人は、神に対して恐れを抱いたり、がまんならない
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また深い悲しみの時に、衣を裂いてその感情を表したようである。衣を裂くとい

う行動は、異邦人に対してもインパクトがあったはずである。

‘１４：１４しかし、これを聞いた時、

使徒たち、バルナバとパウロは、

彼らの衣を引き裂いて群衆の中に駆け込み、叫びながら、（私訳）

１ ４ 章 １ ５ 節

１４：１５Ｋ（χ１-

λ４Ｙ（：）１．ｚてａ；，
”ＡＩ．́ｌｉｉｐＥ（；，

ノ ハ 八
てＬて（ｘ，ｔ）てａｌＴＯＬＩＥＥＥＬて（Ｅ；

Ｋ（χ１

！ｌｉ！ｊ；（ＥＩＴＯＬＴＩ（Ｊｅノ
Ｋ（χＬ

ゝ
ＫαＬ

Ｋ（χＬ

ゝ タ ゝ
てｏｌノｏｕｐａｌ．″ｏリ
１ ⌒

て１１１ノΥΥＩＰ
・ｒ畑（ョ）（：１，λ．（χ（Ｊ（Ｊα，ｌノ

・１１４１ノてａ樋，

ク タ ⌒
∈１ノαＵてＯＬＣ

ｔ 。 ｔ ⌒ 丿 ｔ 。 夕 Ｚ
ＴＩμａ（；ｏμ．ｏＬｏｌＴ（：ｘ；（ＥｋＥＬＣＥ（ＪμＥＰ叩しリ（χ叩ｐ（ぇ）‘ｒＴＯＬ

タ ノ ｔ ⌒
ａ）叫ＹＥλＬＣｏμ，・ｉＥＩノｏＬＵ１１（ｘ，（；

タ Ｘ Ｚ ⌒ ／
（χＩＴｏｕ）１Ｊでω１．’て（ぇ）ｐμ（χてａ；１・（ぇ）１ノ

ツ ／
（ＥＩＴＬ（Ｊてｆ：）冊（｜）ａｌノ

６Ｔ１｛ＥｋＥＥ＆ノ

（（２）１ノてα。

ルステラにおいて語られたメッセージは、パウロが聖書の背景を持たないルス

テラの異邦人たちに証しをしている故に、特に注目すべきである。

パウロはまず、自分たちがルステラの人々とまったく同じ人間であることを強

調している。そして、まことの生ける神以外のものを拝むことのむなしさについ
て触れ、自分たちは、あなたがたがそのようなむなしいことから、生ける神に立
ちかえるために、福音を宣べ伝えている者たちであると証言している。そして、

生 ける 神 と は 、 こ の 天 と 地 と 海 と 、 そ の 中 に あ るすべ ての も の を お 造 り に
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なった創造主であることを証言している。

１４：１５言った。
「皆さん。

どうしてこんなことを、あなたがたはするのですか。

私たちは、あなたがたとまったく同じ人間です。

私たちは、あなたたがに福音を宣べ伝えている者たちです。

このようなむなしいことから、

生ける神に立ち返るように。

生ける神とは、この天と地と海と、

その中にあるすべてのものをお造りになった方です。（私訳）

１４章１６節

１４：１６ｋ
９ 八 ハ
ｅノて（χＬＣ’１′（ＥＥ１ぺＥａＬ（；

ＩＴ（４）（４）χ１１１』£１ノα，ＬＣ

ｅ・（χ（ＪＥＩノＩＴ（ｘ，１ノて（χてａＥΘ１ノＴＩ

‘ｉＴｏｐＥ＆（ＪΘ（ｘ；ＬＩ；（χ１（；・１）ｉ５０１（；

ａ，仇（５１ノ

、ＩＥ’ｉ：（ｘ；（Ｊｅノ雨Ｅ＆（ｉ）の直説法アオリスト能動態三人称単数の形である。＆＆ωは、「許

す」、「許可する」、「行かせる」というような意味の言葉である。

この誠ωという言葉は、新約聖書に１１回用いられているが、その内の９回が

ルカ文章の中で使われている。使徒の働きの中で最も多用されている故に、磁ω

をキーワードとして注目したい。

以下に使徒の働きにおける１４章１６節以外での用例を列挙する。アンダーラ
インの部分にｉＥ（１（，）が用いられている。

μｊ７こｊとて涵シヤ／こ面ムた所７ごＬ央たとき、ど尹ニヤの／ｊｊに斤こｊＪム忿ｚ凧
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ｒ`

イＪｚ＝ヌの庫濾ざそガをお

ｊ’ｊ？Ｊパカ＝ｚな、・ぞ゜・乙り喬謬のｚ戸にばいって’斤こラとい

七 。

ｊ？．ＥＩ．・Ｊ２翌β、。Ｓｇ資力右ｊごパクロの屋送を泌ヒ虻：Ｃ、兵；ｌｌＶご躍った。

２７Ｊそこて浜＝£-たらノ；：；ｆｉ．ヅヽ濠の屏を漸ち勿って、そのま、ｌｉｇ＝‘ｊ恋、ｔ去るの心１£：だ：左。

２７ｊ卯蒼を勿・コて冴／こｌ；！２ｔ：Ｃ、犀ａＥＩＶごかじ、？Ｓｌｉ’釡づ軟き、風に虜の薦をＪがヤ、砂蚕／ご

／冷か！）て’遼んで斤った。

２＆４、４１１乙り。ノし々 ・ば、この全き勇Ｓ・、乙μｌ．ぺ夕ｚ＝７の手、から７功ぶっ’ｒ匹ｊの差＝噫て’、／゙ 、ごのλ

ばきっとス鳶レだ胤からなのＺｌｊｉｌ九方ｚｊｊ゛、正１蔵自今女‘ｊ哨ばこのしノば・-ｊ宕か乙’ｉ：’／ぬぢか

盆かヽのだレ／と互川ご話Ｚ．片っ方。

磁ωの主語は、ある時は御霊なる神であり、ある時はパウロの弟子たちである。

そして、小舟の綱を断ち切って流されるままにすること、錨を切って海に投げ込
むこと。これ；う延（１、ωという言葉によって描かれている行動である。

このような＆（１ωの用例は、日常生活において起こってくるすべてのことは、神

がお許しになった結果として、あるいは神がお許しにならなかった結果として生

じているのだという真理を物語っている。

ルカは、＆、ωという言葉を多用することによって、すべてのことの背後に、生

ける神の大きな御手があることを伝えている。使徒の働きにおいて、誠ω「許す」

は神の主権を表すキーワードである。

そ して こ こ で パ ウ ロ は 、 「 こ の 生 ける 神 は 、 過 ぎ 去 っ た 時 代 に は 、 すべ
ての 国 の 人 々 が そ れ ぞ れ の 道 を 歩 む こ とを 許 して お ら れ た （ 誠 ω ） 」 と 語
っている。

上記のことを踏まえた私訳を以下に記す。

１４：１６この生ける神は、過ぎ去った時代には、

すべ ての 国 の 人 々 が そ れ ぞ れ の 道 を 歩 む こ とを
許しておられました。（私訳）
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１４章１７節

１４：１７１く㎡てｏ１，
タ

ＯＵＫ
９ ⌒
（ｘ；輔１（ｅノ
タ Ｚ
ａ・μα・ｐて１）ｐｏリ

（ｘ；１：）て２）１ノ
ツ ⌒
αΥ（χΘｏｕｐΥωリ，

ｘ ｔ ⌒ ｔ ゝ
ｉｆＳＩ・ｉ５ｏＫｌｊｌ）．ＬＩノ１ｊ（ＥＥ’ｃｏ司

Ｋ（Ｘ，１
１

ＫａＬｐｏ１）（；

Ｋ叩ＩＴＯφ（５ｒ：）ＯＩ．）（；，
タ Ｚ

Ｏ叩（ＸＩノ（：）Θ∈１ノ

ク ハ ハ
印ＩＴＬＩＴλ（ぇ）１ノ１；ｒ）ＯφΥＩＣ

ＫαＬ

印φ１：）ｏ（Ｊ１）リｎ（；

てａ（；Ｋ（ｘ・ｐ６Ｌ「χＧ

Ｕ１」．（ょ）１ノ

如（１；ｒ：・’！；１）１：）ｏｌノは（１面１：）ｎ）ｐｏｃの対格男性単数形で、新約聖書中唯一の用例がこ
こである。この言葉は、＆という接頭語カ個縦１：１）１：：）ｏＧ（μ（１；ｆ：）７ＵＧの属格こ男性単数形
「証人」の意）という言葉に付けられた合成語である。

ｒヽ接頭語の＆は連結や強調の意味でも用いられるが、妬心）’・；ＩＪｐｏＣの場合は否定
の意味で用いられている。従ってこの言葉は、「証人がいない」、「証言がない」、
「あかしがない」といった意味の形容詞である。

新約聖書において１ｊ；ｐ’【；Ｕ（；は全部で３５回用いられているが、そのうちの１３
［巨１は使徒の働きにおいてである。後の用例は、黙示録で５回用いられている以外

は 各 書 に お いて １ 回 か ２ 回 し か 用 い ら れて い な い 。 新 約 聖 書 全 体 か ら 見 る な ら ば 、

μ。（１；ｆ）てＫ「証人」という言葉も、使徒の働きのキーワードであると言える。

興味深いことは、「証人がいない」という意味の如（１；１：）’ｃ’ＵｐｏＧという言葉
が、「罪」を意味する如（ｘ；１：）てＣ（χという言葉と、非常によく似ているという
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事である。如（１１：：・゛ｒ’１ＪｐｏＧと（５・，１．）。（χｆ）てＣ（ｘ，。最初の５文字はまったく同じ綴りにな

っている。

それぞれの言葉の意味を考えながら、両者の関係を考察したい。如｛：ｘ；ｆ：｝でＣα
という言葉が表現している罪とは、「的外れ」ということである。「的外
れなこと」をするのが罪だと聖書は証言している。ところが、「的外れな
こと」をしないためには、的を指し示すものがどうしても必要となる。

私たちの人生においても、もし的を指し示すものがなければ、どんなに
熱心に、また真剣に生きようとしても、ルステラの人々がそうであったよ
うに、的を外したむなしい人生を送ることしかできない。
「罪」という言葉と「証言がない」という言葉が似ている理由。それは、

証言がなければ、的外れな罪を犯してしまうという関係がある故ではない
かと私は結論付ける。

パウロとバルナバは、生ける神以外のものを神として拝むことがむなし

く的外れであること、そして、天と地と海とその中にあるすべてのものを
お造りになった生ける神こそが、礼拝を捧げるべき方であり、この生ける
まことの神に立ち返り、この方を拝み、この方に感謝を捧げることが的を
射た生き方であることを必死になって訴えた。

帥’ｉ゛ｌｌ（ｅという動詞は、＆（｜：）ｉンｒｌμ、Ｌの直説法アオリスト三人称単数形である。

ｒ、帥ｉｌ、叩Ｌは、「放任する」、「見過ごしにする」、「大目に見る」、「許す」、「赦す」、
「去る」、「放っておく」、「捨てておく」、「そのままにしておく」といった多様な

意味を持つ言葉である。ここで私は、これらの意味を考慮しつつ、文脈からこの

言葉を、「なすがままにしておられた」と訳した。

Ｋ（χｐｌＴｏφ（５ｒ：）ｏＵ（；という言葉は、新約聖書中ここでしか用いられていないが、カ

ル ポ ス （ 果 実 ） と い う 言 葉 と フ ェ ロ ー （ 結 ぶ ） と い う 言 葉 の 合 成 語 で 、 結 実 を 意

味する言葉である。Ｋ（χ１・ｆ：）ｏ玩と共に用いられているので、私訳では「収穫の時」

とした。

吊唵ＩＴλ（；２）１ノは吊ＩＴＣ１１’λ１１μの分詞で、現在能動態ヽ主格ヽｊｌ；１３性ヽ単数形である．
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この言葉の訳し方には幅があるので、いくつかの聖書翻訳を比較してみたい。

μ二Ｚ７とないえご腔身のごとをあ、こタル乙なかぃて７おられたのでな・あ夕、ｌ差＝・が・ん。

営々わ眠まみを６っ気元からノ万を摩ら・ぜ、濾夕乙；！：・季ｊＳｙを与え建物と婁びと

で 、 あ か

吊‘ｒｒＬＩＴλ（２）ｌノは、新改訳聖書では「心を満たしてくださったのです」と過去形で
訳されている。

ｊ，ｊＪＺレかム，却／ゴ＝御腔分のごとを座‘レムな４ぃてリｙらがた力／ブでばあタ，１茫＝ゼん。

ｊ配みをぐ，がさｆ；≒．ｊ；巳からの原を摩ら-１ざー-ｉ７実々の季：ｊＳｇｙを与え鳶丿齢１・を茲乙で，

ｒあかたがたの心を善びて町琲たムてぐださって匹ｊので九 ．／漱；ｙ４ｒ犀酌

新共同訳は「喜びで満たしてくださっているのです」と現在形で訳している。

．Ｍｊ７Ｚそれでも、ご嵐分のごとをあかムムな乙ぃて哨｀らぬた力けでばない。

営 々 力 ち 、 あ な た が た の た め μ 天 か ら 原 を 摩 ら 祗 濾 夕 の 孝 ミ 廓 ｙ ‘ を 与 え 建 物 と 喜

びとで、あなた、がたの心ｉ差：・満た才など、いろいろのめぐみを方与沈／こ’なって八ぶ

のであ気／。ｒＺ：７、ｊ翫菰リ

口語訳では上記のようになっており、吊ＩＴＬＩＴλ（５１ノを「あなたがたの心を満たす

など」と訳し、代わ引こ１１１１．１５０反価Ｃ６（・）μＬの分詞。現在能動態主格男性単数形）
を主動詞として「いろいろのめぐみをお与えになっているのである」と訳してい

『
る。

センプ玄ふユロこーではマ６ｓ１’α，（Ｅ）（）ＵｐＹ（５１ノにの言葉は使徒１４：１７節と１テモタ

テ６：１８節でしか使われていない），ｌｆｉｌ，６ｏも（；，知，ＩＴＬＴｒλ（５１ノという３つの動詞

が いず れも 現 在 分 詞 、 能 動 態 、 主 格 、 ： 男 性 単 数 形 で あ り 、 同 じ よ う に 生 ける 神 の

あ か し の 働 き を 述 べ て い る こ と か ら 、 並 記 し た 。

旧約聖書の背景を持だないルステラの異邦人たちに証しをする際、パウロは、

良 い こ とを な して 下 さ って お り 、 天 か ら あ な た が た に 雨 と 収 穫 の 季 節 を 与
えて 下 さ って お り 、 食 物 と 喜 び で あ な た が た の 心 を 満 た してく だ さ って い
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る生ける神を証ししている。

２４

１４：１７とはいえ生ける神は、
ご自身のことをあかししないで、
なすがままにしておられたのではありません。
すなわち、
良いことをなして下さっており、
天からあなたがたに雨と収穫の季節を与えて下さっており、
食物と喜びであなたがたの心を満たしてくださっているのです。
（私訳）

上記のことを踏まえた私訳を、以下に記す。

７７・ｆ９．１ａｌがｚｓＺ・．ＩＶ㎞．Ｚ・ｌ；ｉＷ・ｓＺ‘ｉｌｚ・＆＆／ε砂ｙＥＺＥり

／ｖｅｙｅ／・１／７ｅ／ｅｓｓ加／ｅ斤ｚ’？（）り７／ｍｓｅ／／’ｗ／肋㎝ｈ／吻７ｅｓｓ，／ｚ７が７∂り７ｅ（がｄｇ（）ｏｄ，∂ｒ７ｄ９∂１／ｅｇ

ａ／／７か：）／７７／７ｅ∂１／ｅｎ，∂ｎ（：／加ｊ西ｊ／ｓｅ∂ｓＱｒ既／７／励！７０び／Ｔ／７ｅ∂ｒｆｓｊｌ／肋１００ｄ∂１７ｄｇ／ＥＩ（力７ｅｓｓ．

な お、ギリシャ語テキストでは、「あなたがたに」、「あなたがたの」

と い う ２ 人 称 複 数 形 が 用 い ら れて 証 し が な さ れて い る が 、 英 語 の 翻 訳 聖 書
に お いて は 、 「 私 た ち に 」 、 「 私 た ち の 」 と １ 人 称 複 数 で 訳 さ れて い る も
のもいくつかあるので以下に示す。

．Ｚｉ：ｚ：ａｇゐｚｚ２ｓｌ／；ｉ９・ｓｚａｊ：２β（ヽハり

／ｖｅｌ／ｅｒが７ｅ／ｅｓｓ／７ｅ／ｅ斤ｎ（）岫加ｓｅ／ｙ’ｗｊ肋ｏ❼１／１／ｊ帥ｅｓｓ，／ｒ？め∂１／７ｅｄ／ｄｇｏｏｄ，∂ｎｄ９∂ｖｅ！！旦

ａ〃７／１’ｌ：）ｍ／７ｅ∂ｙｅｚ７，∂ｚ７ｄ斤❼加／ｓｅ∂ｓｏｒ？ｓ，／７／／／ｎ９２１１！’／７ｅ∂ｒｆｓｌ／１／／１／７た）ｏｄ∂ηｄｇ／∂ｄ１７ｅｓｓ．

ｒ｀５ｅｊｖｉｇｗ’瓦ｚ２ｇゐｚｚｚｅｓ心μＶＫ，／ｊ
“／ｖｅ１／ｅ／ガフｅ／ｅｓｓ／・伯（がｄηｏｌ／ｅ∂１／ｅ／面７７〃がｗ肋ｏ£／ｌｊ／１／肋ｅｓｓ，／ｚ７が７∂１／-／ｅ（政

！ｌａ／／７斤ｏｍ／７ｅ∂１／ｅｒ７∂ｎ（：ｙ／ｒ❼がむ／／ｓｅ∂ｓｏ／７ｓ，万／／／／７ｇ！！！Ｚｒ／７ｅ∂ｒｔｓｗ沼７／ｂｏｄ∂ηｄ

！１１／∂ｄｒ７ｅｓｓ．″
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１４章１８節

：１４：１８Ｋａ１
⌒ ノ

て（Ｘ；Ｕて（χλＥＹＯリて（Ｅ（；
ノ ゝ μ

Ｋ（χて（ＥＥＴｒ（χＵ（Ｊ（χリてＯＵＣＯχλＯＵＧ

１．１．６λＬ（こ
⌒ Ｘ ／

てｏＵμΥ１｛ｌｌ｝て．）ＥＬＩノ
タ ⌒

α，ＵてＯＬＧ

１・。１、（５λＬ（；という言葉は、使徒の働きにおいては、１４章のこの個所で１回、そし
て２７章で３回用いられている。２７章での用例は、船旅での困難を表現する言

葉として、「ようやくのことで」（６節、１６節）、「ようやく」（７節）、とそれぞ
ｒ｀れ訳されている。私訳では、困難な状況を乗り切った時の心情を表現するより一

般的な言葉、「やっとのことで」を用いた。口語訳聖書も同様に訳している。

上記のことを踏まえた私訳を以下に記す。

１４：１８このような言葉によって、
パウロとバルナバは、

人々が彼らｌこ。いけにえをささげようとするのを、

やっとのことでやめさせた。（私訳）

動詞アスペクトに関する考察

新約聖書ギリシャ語学者であるスタンリー・Ｅ・ポーターは、アオリスト時制
の動詞は背景を描くために、現在時制の動詞は前景を描くために、そして完了時

制の動詞は前線を描くために用いられると論じている。そしてポーターは、アオ

リスト時制の動詞を完了的アスペクト、現在時制の動詞を未完了的アスペクト、

完了時制の動詞を静的アスペクトと呼び、上述のような動詞のアスペクト論を展

開している５．

このことを考慮しながら１４章８節以降のテキストを概観したい。但しーμＬ活

用動詞はすべて、上記のようなアスペクト体系に参与していないのでここでは特
に取り上げない。
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『

現在時制の動詞は、以下のような進行形の行動を語るのに用いられている。

男が座っている姿、パウロが福音を語っている様子、座っていた男が内に信仰

を持っていたこと、いやされた男が歩き出した状態、群集が声を上げてゼウスヘ
ルメスだと叫ぶ様子、いけにえを捧げたいと願う行動、使徒たちが群集に対して

必死になって叫び語る様子、福音を語り立ち返らせようとする働き、生きておら

れる神、それぞれ自分の道を歩む状態、恵みの良き御業をなさっておられる神、

雨を与えて下さる神、食物と喜びで満たして下さる神、必死に訴えたこと、群集
；！μいけにえを捧げないようになったこと。

また、アオリスト時制で語られていることは以下のような完結した無差別な行

動である。

男が一度も歩いたことがなかった状態、パウロのメッセージに耳を傾けていた
男の姿、男を見て男の信仰を見抜いたパウロの眼差し、いやされることの出来る

信仰、大声で立ちなさいと語ったパウロの様子、飛び上がった男の姿、パウロの
したことを見て声を上げた群集の姿、神々が人間のようになられ、降りて来られ

たこと、門の前にいた祭司、雄牛と花輪を携えて来た人々の姿、事情を聞いて服

を裂き、駆け込んだ使徒たちの姿、万物を創造なさった神、それぞれの道を許し
ておられた神、あかししないでおられたのではない神、おろかなことをやめさせ

ることが出来た状態。

これらの用例を見ると、現在時制の動詞で語られていることは、動きが進行中

である故に、背景から浮き出た前景となっているように思われる。また、アオリ
スト時制の動詞で語られていることは、過去の動きとなっている故に、背景とな

っているように思われる。

なお、使徒１４章８-１８節の中では、時代が「過ぎ去った」１・叩（１）χΥ１１．１、后ｌノ（ｚＬＧ

（ＴＩ・（ｘ；ｐｏｆｌ：）（ｌ（：）μ（ｕの分詞完了、中または受動態、デポネンティア、与格女性複数形）

と い う こ と を 語 る 動 詞 だ け が 、 完 了 時 制 で 語 ら れて い る 。 完 了 時 制 は 静 的 ア スペ

ク ト と して、 ギ リ シ ャ 語 時 制 形 の 中 で 意 味 論 上 の 荷 重 を 一 番 担 って い る 。
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ここでは「時代」が「過ぎ去った」ものとして完了時制で表現されている。こ

の動詞アスペクトが表現していることをもたらした要因は、キリストの来臨であ

ると考えられる。

キリストの来臨は、今から２０００年ほど前に起こった出来事であるが、西暦

はその時を境に、新しく年月を数え始めた。そしてそれ以前の歴史は、キリスト
が来られる前の歴史（Ｂｅｆ（：）ｒｅＣｈ：ｌｒｉｓｔ）と呼ばれるようになった。つまり、キリス

トが来られたことによって、キリストが来られる前の時代が、「過ぎ去った時代」

となったのである。その時、全世界の歴史が大きく動いたのである。そのような

世界の歴史をひっくり返すような動きを描くために、完了時制が用いられ、静的
アスペクトが選ばれているものと考えられる。

結論一私訳と説教作成のためのポイント

まとめとして、使徒の働き１４章８節から１８節の私訳を以下に記す。

私 訳

１４：８ さて、ルステラという所で、ある足の不自由な男が座っていた。

彼は生まれながら両足を動かすことが出来ず、
一度も歩いたことがなかった。

１４：９この男が、パウロの話していることにじっと耳を傾けていた。
パウロは彼に注目し、

彼がいやしをもたらす信仰を持っているのを見て取って、
：１．４：１０大声で言った。

「あなたのその足で、まっすぐに立ち上がりなさい！」。

すると彼は、勢いよく立ち上がり、そして歩き出した。
：１．・４：１１パウロが行ったことを見た人々は声を張り上げ、

ルカオニヤ語で、
「神々が人間の姿をとって、私たちのところに下って来られた。」

と言った。
：１．４：１２そして彼らは、バルナバをゼウス、パウロをヘルメスと呼んだ。

パウロが主に言葉の人であったからである。

：Ｌ４：１３さらに、町の前にいるゼウス神の祭司が。
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雄牛数頭と花飾りを、群衆といっしょに門に携えて来て、
いけにえをささげることを願った。

１４：１４しかし、これを聞いた時、

使徒たち、バルナバとパウロは、

彼らの衣を引き裂いて群衆の中に駆け込み、叫びながら、
：１．４：１５言った。

「皆さん。

どうしてこんなことを、あなたがたはするのですか。

私たちは、あなたがたとまったく同じ人間です。

私たちは、あなたたがに福音を宣べ伝えている者たちです。
このようなむなしいことから、

生ける神に立ち返るように。

生ける神とは、この天と地と海と、

その中にあるすべてのものをお造りになった方です。
１４：１６この生ける神は、過ぎ去った時代には、

すべ ての 国 の 人 々 が そ れ ぞ れ の 道 を 歩 む こ とを

許しておられました。
：１．４：１７とはいえ生ける神は、

ご自身のことをあかししないで、

なすがままにしておられたのではありません。

すなわち、

良いことをなして下さっており、

天からあなたがたに雨と収穫の季節を与えて下さっており、

食物と喜びであなたがたの心を満たしてくださっているのです。
：１．４：１８このような言葉によって、

パウロとバルナバは、

人々が彼らｌこいけにえをささげようとするのを、
やっとのことでやめさせた。

説教作成のためのポイント

上記の釈義を踏まえて、説教作成の際にポイントとなることを、いくつか記し

ておきたい。
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１、収穫を与え、食物と喜びで私たちの心を満たしてくださっている神

人間は神から与えられた種を植えることしか出来ない。そして、神が天から、

太陽を毎日昇らせ、雨を降らせ、土の栄養分を備え、そして実りをもたらして下
さるのである。神は食物を養い育てて下さり、収穫の季節を与えて下さっている
のである。食物はすべて人間が作り出しているわけではなく、神が与えて下さっ

ている恵みをあかししているものであると言える。

２、生まれつき足が不自由であった人の気持ち

もし私たちが、生まれつき歩くことが出来なかったとしたら、どんな人生を送
ぐ¬｀るであろうか。移動するにも、手を使って這うか、他の誰かに助けてもらうしか

方法がない人生。這って移動するか、誰かを煩わせなければ動くことも出来ない

苦しい人生。
「こんなことなら生まれてこなかったほうがよかった！」、「もういっそ死んだ

ほうがましだ！」、「早く死にたい！」、そんな叫びが、口から出ても不思議ではな
い人生。自殺したいというような絶望の人生。そのような人生をこの男は生きて

いたと考えられる。

様々な悩みや苦しみから、自殺者が後を断たないこの時代の日本にあって、こ
のような男（７：）思いは、多くの人々が共鳴できる響きを持っていると考えられる６。

３、いやされる信仰

福音のメッセージが語られる時、そのメッセージに耳を傾ける者の内に信仰が

与えられる。「イエス様だったら、私の人生を変えてくれるかもしれない」、「イエ
ス様だったら、私のこの動かない足を癒して、歩けるようにして下さるはずだ！」。

語られたいのちのことばが、冷え切っていた彼の心を暖かく溶かし、そのよう
な信仰を芽生えさせたと考えられる。

４、礼拝を受けることを拒んだパウロたちと、主イエスの対比

もしエホバの証人が主張しているように、「主イエスは最も偉大な人間であった
けれども、神ではなかった」とすれば、当然主イエスは、人々が神として拝もう
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とした時、パウロとバルナバがルステラで行ったように衣を裂き、「私はあなた方

と同じ人間です」と言って、それを止めさせたはずであろう。
しかし主イエスは、そのような時、礼拝をお受けになったことを、聖書は随所

に記録している。そのような主イエスの態度は、主イエスの神性を明確に主張し

ている。
５、天下る神々の神話とクリスマスに人となられた生ける神の対比

まことの神ご自身が、私たちと同じ肉体をもった人間となられて、この地上に

降りて来られた。
これはかつてルカオニア地方にあったような神話でも、あるいは現代の日本に

ある様々な神話でもない。うそ偽りの話ではなく、生けるまことの神が、本当に
ｒ こ の 地 上 に 降 り て 来 ら れ た 。

６、「過ぎ去った時代」について

世界で最初のクリスマスは、今から２０００年ほど前のことであった。その時、
全世界の歴史が大きく動いたのである。西暦はその時を境に、新しく年月を数え

始めた。そしてそれ以前の歴史は、キリストが来られる前の歴史と呼ばれるよう
になり、キリストが来られる前の時代は、実に「過ぎ去った時代」となった。

何故なら、まことの神ご自身が、私たちと同じ肉体をもった人間となられて、
この地上に降りて来られたからである。それは、神がご自分のことをはっきりと

証言するためであった。的を射た人生、人間が人間として歩むべき道をはっきり

ｒヽとあかしするために、神ご自身が降りて来て下さった故に、それまでの時代は過
ぎ去ったのである。

７ 「 ハ マ ル テ ュ ロ ス 」 と 「 ハ マ ル テ ィ ア 」 の 関 係

「証しをする者」がいなければ、「的外れな罪」を犯してしまう。そして、生

ける神を証しすることは、教会にしか出来ない働きである。そして、生ける神を

証しする人がいなければ、人々は的外れな罪を犯し続けて滅ぶ以外にない。私た
ちが先に救われた目的と使命がそこにある。
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